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女性のキャリア形成支援リカレントプログラム

・2019年～連続講座を開講、全5回（無料）

・対象：県内事業所で働く女性

→20～50代、職種、業種様々（建設・製造・金融・販売、、）

・自治体に連携を呼びかけ一部を共同開催

→「いわて女性活躍認定企業等（ステップ１および２）」
の認証条件に

・満足度は毎回90％以上、県内100社以上の利用実績

・2022年～上級編「アドバンストコース」開講(有料)

2023年「ベーシックコース」も有料化：10,000円／コース
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女性のキャリア形成支援リカレントプログラム

プログラムの特長・内容
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岩手大学が考えるこれからの女性DX人材育成

・人材育成にかける資源（経済的、人的）に余裕なし

・ジェンダーバイアスが強い地方中小企業の職場風土

DX人材育成の重要性・メリットの理解不足

・新システム導入、リモートワークに対する抵抗感

・地方自治体のDX人材育成事業は単年ごと、講座は単回→中長期の育成につながらず

・ハローワーク等のDX関連講座の内容、IT関連職種の職業紹介・求人開拓の難しさ

講座受講生から見えてきた、地方女性におけるDXの現状

・情報系の学科・コースを設けても進学する女子学生が少ない(理工学部女子学生14.6％（2025.5）)

・情報系の女性教員がいない→女子学生へロールモデルを十分に示せていない

・地域企業が女性DX人材を必要としていることが、学生たちに伝わっていない

岩手大学が直面する壁

現在、取り組み中の女性研究者支援事業を積極的に実施、地方の
女性リーダー育成に活用し、産学官連携で女性活躍推進の相乗効果を

女性にDXを求めていない
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